
2015.02 
Takeshi NOZAWA	
 



Table of Content	

�  Introduction 

�  なぜページスピードが重要なの？ 
�  ページスピードとは？ 
�  ページスピード改善のアプローチ 

�  予備知識: HTTPと接続（Connection） 
�  改善テクニック 

�  ブラウザキャッシュ 
�  Minify 
�  gzip 
�  画像のロスレス圧縮 
�  レンダリングブロック 
�  Nginx 

�  計測方法 
�  Google Page Speed Insight 
�  Chrome addon 
�  Google Analytics 
�  performance.timing 



ページスピードが大事な理由	
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ページスピードとは？	


リクエ
スト	
 

サーバ
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ページスピード改善のアプローチ	


•  minify: CSS/JS/HTMLの改行やスペースを取る	
 
•  gzip:上記のテキストデータを圧縮する	
 
•  画像のサイズを落とす（ロスレス圧縮など）	
 

サイズを小さくする	
 

•  JSやCSSはまとめる	
 
•  外部ファイルはブラウザキャッシュさせる	
 

接続回数を減らす	
 

•  async / defer	
 
•  </body>付近	
 
•  DOMContentLoaded	
 
•  onload	
 

JSを実行する順番を工夫する	
 





http	

�  http 

�  Hyper Text Transfer 
Protocol = 通信の取り
決め 

�  代表的なサーバ 
○  Apache 
○  Nginx 
○  Lighttpd 

nginx	
 

apache 
php 

apache 
php 
	
 

DB	
 

request	
 response	
 

browser	
 



httpヘッダ	




接続(connection)	

�  Transmission Control 

Protocol (伝送制御プ
ロトコル:データを通
信する際の取り決め)   

�  繋ぐのも切るのも、結
構複雑な処理をしてい
ます。 

�  接続回数を極力少なく
することが大事です 

 
※サーバ側でKeepAlive機能が有効になっていると省略
できる。	
 

http://www.infraexpert.com/study/tcpip9.html	
 



ここからはGoolgeのページスピード向上の 
テクニックを分かりやすく紹介していきます 
https://developers.google.com/speed/docs/insights/rules	
 



ブラウザキャッシュ	


�  css, js, 画像など一度ダウン
ロードしたファイルは、ブラ
ウザに保存される。 

�  ブラウザキャッシュが有効だ
と、再度利用するときには、
ダウンロードが発生しないの
で大幅に転送量を削減できる
(モバイル環境では必須) 

�  その気になればHTMLソース
もキャッシュ可 

�  ただし、内容に変更があって
も、最初のロード時には
キャッシュファイルを使うこ
とがあるのでリロードしない
と変わらないことがあります。 

�  なのでhoge.js?20150316のよ
うに呼び出し元のファイル名
にバージョンを入れるのがベ
ストです。 

変更がないのでローカ
ルのキャッシュから使
いましたの意味 

【翻訳】 
このファイルは最大604,800秒(7日間)、
キャッシュが有効だよ！ 
 
最後に変更されたのは2014/04/22で、ダウ
ンロードしたのは2015/4/16です。キャッ
シュが切れるのは7日後の4/23ですよ。 
 
※インターエデュではNginxで自動的に上記
の設定を付与しています。	
 



ブラウザキャッシュ	


ブラウザキャッシュ有効 
“304 Not Modified” 
470KB	
 

ブラウザキャッシュ無効 
“200 OK” 
1MB 55% down	
 



Minify	


• 改行やタブ、スペースを排除し、
データサイズを下げる技術(?)	
 

Minifyとは？	
 

• CSS 
• http://cssminifier.com/ 

•  JS 
• http://closure-compiler.appspot.com/

home 
• googleが使っているツール 

変換ツール 

• 人が読みにくいのでLESSや元ファイ
ルをgit commitする。 

•  *.min.js, *.min.cssなどの名前で識別
出来るようにすると便利。	
 

運用上の注意 

�  例：jquery-1.11.2.js 

62% size down	
 



gzip	

•  転送量を下げる方法として、html,js,css,jsonなどの
「文字情報」に対して有効。 

•  エデュではApache(Nginx)で自動的にgzip圧縮をして
います。 

•  ほとんどのモダンブラウザで対応しています 



gzip:　どれだけ軽くなるか？	


  -    : default 
34%: minify 
30%: gzip 
11%: minify + gzip 



画像	


• 適切なサイズの画像を使いましょう。 
•  50px × 50pxの枠に300px × 300pxの画像 
•  width, heightは必ず指定 (altもね・・・) 

サイズ指定	
 

• 画像データとは別にexifなどの付帯情報を削除
すること。 

• 画質は維持しつつ、ファイルサイズを減らす 

ロスレス圧縮(不可逆圧縮) 



 CSSとJSの順番	

�  できるだけファイル化する。そうすることでブラウザ
キャッシュが効くようになる。インラインはキャッシュ
できない。 

�  ただし数行のJS/CSSファイルのために通信を開くのは逆
に遅くなるので、そういったものはインラインでも良い。 

�  当然ファイル数は少ないほうが良い。 
�  読み込む順番(原則) 

1.  内部CSS 
2.  外部CSS 
3.  内部JS 
4.  外部JS 
5.  インラインJS 

�  まとめておくとブラウザはいっぺんに接続を開いてまと
めてダウンロードしてくれるので早い。（特に同ホスト
からはまとめてダウンロードする） 



CSSとJSの順番	


まとめているの
でダウンロード
のタイミングが
揃っている	
 

ネットワーク
広告はカオス
なのでガタガ
タ	
 



レンダリングブロック	


�  ブラウザはJSの実行
をする際、それが終わ
るまで後続する処理を
始めない。＝レンダリ
ングブロック（表示処
理のブロック）これが
ページスピードの遅れ
に繋がる。 

�  インラインで実行スク
リプトがあるとそこで
止まる。(OpenXの
OA_showなど) 

 

掲示板CPCテキスト下(掲示板右テキスト) 
OA_show('text_R'); 
で止まっている状態	
 



ファーストビュー	


�  Googleはファーストビューの表示にこだわるし
(PageSpeed Insightのスコア)、ユーザーもそのほうが嬉
しい（直帰率も下がる） 

�  だからファーストビューに関係ないJSはasync属性をつ
けるか、</body>直前に入れる。（前者の方がメンテナン
スしやすい？） 
�  async（＝非同期）。async属性のついたJSは前の処理が終わる
のを待たずに、次の処理を始める（レンダリングブロックが発
生しない）。 

�  しかし、非同期だと上から順番に処理をしないので、jQueryの
関数が登録される前に実行しようするエラーが出たりするので
困る。 

�  そういうときは 
○  deferを使う(</body>前に入れるのと近しい)。 
○  jsでscriptエレメントを作成し、順番にappendするような非同期
スクリプトを書く（ムズイ）	
 



asyncとレンダリングブロック	


<head>付近	
 



Nginx	

� ロシア製のプロキシサーバ/httpサーバ 
� プロキシ＝代理(人) 

� フォワードプロキシ 
� リバースプロキシ（ウェブアクセラレータ） 
○  Squid 
○  Varnish 
○ ページ(HTMLソース)を丸ごとキャッシュするので
背後にあるPHPのプログラムに処理をさせないた
め、PHPサーバの負荷が激減する。 

○ 単純なHTMLのサービングになるため、非常に高
速かつ多くのリクエストを同時に捌ける。	
 



プロキシサーバ	


フォワードプロキシ 
ユーザーはプロキシを通して、ページにアクセスする。プロキシは
ユーザーの代わりにページ情報をリクエストし、キャッシュする。
もしキャッシュがあれば、情キャッシュ内容をユーザーに提供する。
ナローバンド時代、通信コスト削減ために採用された技術。	
 

リバースプロキシ 
フォワードプロキシと理屈は同じだが、サイト管理者が動的
なコンテンツを生成させるPHPなどの重たいプログラムを動
かすサーバの負荷をさげるために使われている。 
 
 

ユーザー	
 プロキシ	
 

ウェブ
サイト

A	
 

ウェブ
サイト

B	
 

ウェブ
サイト
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ユーザー	
 プロキシ	
 

ページ
A	
 

ページ
B	
 

ページ
C	
 

ロードバランシング	
 



Google Page Speed Insight	

�  最も基本的で分かり
やすいツール 

�  秒数	
 ＜	
 スコア 

https://developers.google.com/speed/pagespeed/insights/	
 



Chrome addon（廃止）	

�  Web版PageSpeed 

Insightとほぼ同じ機
能 

�  スコアは出ない 
�  ローカルのURLでも
検証可能 

�  Firefox版は利用不可	
 



GAのページスピードの見方	


①平均ドキュメントインタラクティブ時間 
ブラウザがソース(DOM)を解釈(パース)し、DOMのブラウザ上
でのクリックや操作が可能になるまでの時間。 
②平均ドキュメントコンテンツ読み込み時間 
パース後に実行されるJSの処理が完了されるまでの時間 
③平均読み込み時間 
画像などの全てのデータのダウンロードが完了するまでの時間。
onload後に実行されるJSの処理は入らない。	
 

「技術」	
 	
 	
 	
 ：主にサーバサイドでのパフォーマンスを見るためのデータセット 
「DOM速度」：主にブラウザサイドでのパフォーマンスを見るためのデータセット	
 



performance.timing	


ブラウザの開発ツールのコンソールなどで 
 
performance.timig 
 
と実行するとJSの”Navigation Timing API”という機構によって、JSが計測している各イベン
トにかかった時間を呼び出せる。 
 
Firebugではグラフにして分かりやすく表示してくれる。 
 
•  青いライン 

•  DOMのパースが完了し、パース後のjs(deferなど)を処理し始めたタイミング(defer
のjsなどに357msかかっている)。インタラクティブになるのはこの直前くらい。 

•  赤いライン 
•  画像など全てデータのダウンロードが終わりonloadイベントが始まったタイミン
グ(onload後のjsに48msかかっている)	
 



ブラウザイベントと 
GAの指標まとめ	


パース開始！→→	
 操作可能！ 
defer scriptの実行 

平均インタラクティブ時間	
 

平均コンテンツ読込時間	
 

domInteractive 
（パース完了！）	
 

DOMContentLoaded 
jQuery::ready(); 

画像の読み込み	
 DOMが完成す
る前からパース

処理を開始	
 

readyイベントの実
行(JSなど) 

(on)Load 
(全てのデータのダウンロード完了！)	
 

onloadイベントの実
行(JSなど) 

平均読み込み時間	
 

サーバ側での処理の待ち時間 
(ルックアップ、接続時間、応答時間)	
 

※正式には平均コンテンツ読み込み時間は	
 
DOMContentLoadedEventEndで実行されてい
るみたいです。	
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